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朝
霧
の
　
や
や
晴
れ
ゆ
け
ば
　
夏
の
日
の

　
　
　
青
み
輝
き
　
銀
杏
は
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

お
め
こ
し

　
π
わ
O
し
ょ
い
鯉

　
八
月
九
日
（
土
）
、
鶴
野
内
保
育
園
で

タ
涼
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
や
お
田
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
特
製

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
た
あ
と
、
夏

祭
り
風
に
お
み
こ
し
を
か
つ
い
だ
り
、

輪
に
な
っ
て
元
気
に
踊
っ
た
り
し
て

楽
し
い
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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投票率94．32％
男92．96％

女95．52％
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新人9人が当選

　
任
期
満
了
に
伴
う
東
郷
町
長
選
挙
及
び
東
郷
町
議
会
議
員
選

挙
の
投
票
が
七
月
一
一
十
七
日
に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
町
長
に
は
小

林
理
教
氏
が
当
選
し
、
一
方
町
議
会
議
員
に
は
十
四
人
の
定
数
に

対
し
、
十
六
人
の
立
候
補
が
あ
り
、
選
挙
の
結
果
次
ペ
ー
ジ
の
十

四
人
が
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

町
議
会
議
員

の
顔
ぶ
れ

甲
斐
敏
治
（
5
0
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
野
内

ぐ・

♂1

期目

新
名
敏
文
（
4
1
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
福
　
瀬1期目

田
代
忠
孝
（
6
2
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
迫

　
　
目

強
期

　
　
2

田
中

守
（
6
5
歳
）

　
　
越
　
表

ツ轟
嚇㌘

4期目

剛

黒
木
睦
實
（
5
8
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
　
迫目

黒
木
忠
光
（
6
3
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
迫
野
内2期目

甲
斐
善
重
郎
（
5
9
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
仲
　
深

、ダ
8

4期目

ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
う
町
長

選
挙
に
あ
た
り
、
不
肖
な
が
ら
当
選

の
栄
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
町
長
に

就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

更
な
が
ら
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
四
年
間
皆
様
の
ご
期
待
に
添
う
よ

う
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、

何
と
ぞ
皆
様
の
ご
協
力
と
こ
鞭
燵
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
は
国
際
化
、
情
報

化
、
行
財
政
改
革
、
経
済
再
建
、
地
方

分
権
な
ど
慌
た
だ
し
い
政
治
経
済
の

動
き
の
中
に
あ
り
、
ま
さ
に
変
革
の

時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
本

町
も
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
低

迷
に
よ
り
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、

過
疎
化
、
高
齢
化
、
後
継
者
問
題
と
数

多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
、
「
2
1
世
紀
に
は
ば
た
く
牧
水
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
た
第
三
次
東
郷
町
総
合
長
期
計

寺
原

。
，
蝋

正
（
4
8
歳
）

　
　
坪
　
谷

　
　
　
　
目

認
．
る
8
期

豊
原
幸
裕
（
4
1
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
田1期目

藤
井
柳
太
郎
（
4
9
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
羽
　
坂1期目

画
を
も
と
に
次
の
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。

・
農
林
業
の
振
興

・
若
い
人
達
の
定
住
化
促
進

・
教
育
と
文
化
の
振
興

・
福
祉
の
充
実
と
生
活
環
境
の
整
備

・
商
工
観
光
の
振
興

・
女
性
行
政
の
推
進

・
行
財
政
改
革
の
推
進
と
行
政
サ
ー

　
ビ
ス
の
向
上

　
以
上
の
政
策
推
進
の
た
め
役
場
組

織
も
町
民
の
声
に
十
分
対
応
で
き
る

体
制
に
刷
新
す
る
と
と
も
に
、
町
が

元
気
を
取
り
戻
す
よ
う
に
発
想
の
転

換
と
積
極
的
な
施
策
の
展
開
に
よ
り

町
政
の
変
革
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
行
政
に
携
わ
る

も
の
が
自
ら
の
意
識
を
変
革
し
問
題

意
識
を
持
っ
て
職
務
に
あ
た
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
透
明

か
つ
公
正
な
町
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
て

豊
か
な
自
然
と
豊
か
な
心
を
さ
ら
に

育
み
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
町
政
の

発
展
に
最
善
の
努
力
を
傾
注
す
る
こ

と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
あ

い
さ
っ
と
し
ま
す
。

寺
原
国
義
（
　
9
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
野
内

　
　
目

薯
期

　
　
8

田
邊
伊
三
郎
（
5
4
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
野
内目

黒
木
太
郎
（
5
4
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
福
　
瀬

稲
田
真
人
（
6
4
歳
）
　
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
坪
谷
　
　
副
議
長

叢
・

　
　
　
　
目

語
の
期

噸
－

鍵　
　
　
目

▲
三
期

嘱田
中
　
　
守

甲
斐
善
重
郎

〈
常
任
委
員
会
〉

総
務
委
員
長
　
田
代
忠
孝

文
教
厚
生
委
員
長
黒
木
睦
實

農
林
建
設
委
員
長
黒
木
忠
光

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　ロ蠣ど弓ご’り④

在
職
騰
を
ふ
駄
耀
え
嶺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
映

　
町
長
退
任
に
あ
た
り
一
言
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
一

年
四
月
東
郷
村
役
場
に
奉
職
。
こ
れ

ま
で
に
各
課
局
長
、
教
育
長
（
二

期
）
、
助
役
（
二
期
）
さ
ら
に
平
成
元

年
八
月
十
一
日
第
七
代
の
町
長
に
就

任
。
こ
こ
に
二
期
八
年
の
任
期
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
偏
に
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
の
賜
で
ご
ざ
い
ま
し
て
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昭
和
二
十
一
年
当
時
を
回

顧
し
ま
す
と
、
八
年
あ
ま
り
に
わ
た

る
戦
争
に
よ
っ
て
戦
後
し
ば
ら
く
は

衣
、
食
、
住
に
事
欠
く
時
代
。
当
時
の

村
長
は
食
糧
の
確
保
と
戦
後
処
理
が

最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。
今
や

戦
後
五
十
二
年
我
が
国
は
世
界
に
類

を
見
な
い
驚
異
的
な
発
展
を
遂
げ
、

経
済
大
国
と
し
て
繁
栄
い
た
し
ま
し

た
が
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
町
民

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
産
業
は
進

み
文
化
は
開
け
豊
か
で
住
み
よ
い
町

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
歴
代
の
町
長

や
議
会
が
常
に
町
政
の
最
重
点
課
題

と
し
て
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
過
疎

化
、
高
齢
化
対
策
、
殊
に
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
業
の
不
振
は
未
だ
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
時
あ
た
か
も
、
国
に
お
い
て
は
国

の
権
限
を
地
方
に
移
譲
す
る
い
わ
ゆ

る
地
方
分
権
制
度
が
真
剣
に
審
議
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に

地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て
久
し
く
な

り
ま
す
が
、
漸
く
地
方
自
治
の
本
旨

で
あ
る
自
主
的
、
主
体
的
な
行
政
が

一
層
確
立
さ
れ
市
町
村
の
真
価
が
発

揮
さ
れ
る
時
代
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
だ
け
に
市
町
村
の
行
政
能
力
が

問
わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
こ
の
こ
と
を

十
分
に
ご
認
識
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
自
治
意
識
を
高
め
「
二
十

一
世
紀
に
は
ば
た
く
牧
水
の
ふ
る
さ

と
東
郷
町
」
の
発
展
の
た
め
に
一
層

の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
こ
れ
ま
で
五
十
一
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
改
め

て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
退
任
の
ご

あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

…
文
化
協
会
囲
碁

…
ク
ラ
ブ
碁
会
成
績

…
　
　
～
7
月
1
3
日
～

…
優
勝
小
林
勝
己
（
初
段
）

…
準
優
勝
　
吉
田
　
豊
（
〃
）

㎜
三
　
位
　
仁
田
　
清
（
二
級
）

…
※
毎
昼
回
シ
ル
バ
ー
セ
ン
・

…
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
…

…
心
者
の
方
も
気
軽
に
お
い
で
・

…
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
ば
、

…
町
教
育
委
員
会
内
文
化
協
会
…

…
へ
ど
う
ぞ
。

畜
産
だ
よ
り

　
7
月
期
和
牛
仔
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
8
頭
出

品
し
て
い
ま
す
。
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
品
評
会
（
7
月
期
）

▽
雌
部
（
仔
牛
）

田
野
谷
口
重
義

田
野
那
須
楠
男

坪
谷
岡
村
増
義

福
瀬
　
谷
口
峰
久

羽
坂
　
寺
原
義
雄

▽
去
勢
部
（
仔
牛
）

鎌
瀬
関
野
安
弘

坪
谷
　
弓
場
治
幸

▽
団
体
成
績
　
第
6
位

ふ
く
き
く
号

優
等
賞
首
席

み
か
号

　
　
壱
等
賞

や
え
み
号

　
　
弐
等
賞

え
い
こ
号

　
　
弐
等
賞

み
ず
ほ
号

　
　
参
等
賞

糸
桜
号

　
　
壱
等
賞

糸
福
岡

　
　
壱
等
賞

児
湯
郡
市
品
評
会
（
7
月
期
）

▽
雌
部
（
仔
牛
）

　
庭
田
　
黒
木
国
寛
　
み
ゆ
き
1
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
等
賞

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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　災害が発生したとき、あなたはすばやく、落ちついて行動

できる自信がありますか。非常時の行動力は一朝一夕に身

に付くものではありません。普段から情報収集を習慣づけ

るとともに指定された避難場所を確認するなどして、もし

もの時に備えましょう。

　町の地域防災計画では災害の避難施設が下表のとおり定

められています。危険が迫る前に消防団員の指示等に従っ

て早めに避難しましょう。災害の状況によっては避難施設

が使えないこともありますのでご注意ください。

・　●｛
τ

L，「

　
御（

ひ　
　
O
O

・
∴

≡…几

眠施難避の内

＾
嵩

鴨
つ
e

＝

じ

町

●

ハ
じ
つつ

（

の
ロ7

、
（
…

ら
O

．
．
－
．
　
　
、

　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
’

地区 避　　難　　施　　設 地区 避　　難　　施　　設 地区 避　　難　　施　　設

寺　迫 寺　迫　小　学　校 小野田 小野田公民館 坪谷 坪　谷　公　民　館

ノ
ノ 寺迫地区町民体育館 〃 東　郷　幼　稚　園 〃 坪　谷　小　学　校

〃 寺　迫　幼　稚　園 鶴野内 鶴野内コミュニティセンター
坪　谷
〟@深

坪　谷　中　学　校

ノ
ノ 長　崎　集　会　所 〃 東　郷　小　学　校 坪　谷 もと坪谷幼稚園

福　瀬 福　瀬　公　民　館 〃 東　郷　中　学　校
ノ
ノ 坪　谷　保　育　園

ノ
ノ 福　瀬　小　学　校 〃 鶴野内保育園 〃 ふる　さ　と　の家

〃 広瀬生活改善センター 八重原 八重原公民館 越　表 越　表　小　学　校

〃 中野原地区営農研修センター 迫野内 迫野内公民館 〃 国表地区体育館

小野田 総合文化センター 田　野 田　野　公　民　館 〃 越表生活改善センター

〃 中　央　公　民　館 羽　坂 羽坂生活改善センター 下渡川 下渡川地区集会施設

ノ
ノ 林　業　研　修　館 仲　深 仲　深　公　民　館 【合計】　32箇所

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　　　　　

⑦斡如勿雛まちの7」レバム笏懸
に　　　　　　　ドライバーの皆さんに

　　　　月15日㈹　　交通事故防止の呼びかけ

　夏の交通安全週間の一環として、東郷町交通安全対

策協議会が鶴野内でドライバーの皆さんへ交通事故防

止の呼びかけを行いました。この日は、日向警察署東

郷駐在所の押川警部補、坪谷駐在所の田端一清巡査部

長をはじめ交通指導員や町婦人連絡協議会の役員の方

の協力で道行くドライバーの皆さんへ飲物と交通安全

に関するチラシを配布し、交通安全に対する意識の高

揚をはかりました。
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　　　　うなぎのつかみ取り大会

7月20日（日）

　商工会青年部主催の牧水ふれあいうなぎつかみ取り

大会が牧水公園河川プールで開催されました。今年で

10回目となったこの大会も東郷町の夏のイベントとし

てすっかり定着し、夏休み最初の日曜日ということも

あって前年を上回る約1，500名あまりの人達でにぎわ

いました。参加者は子どもから大人まで思い思いの方

法で獲物を追いかけ、楽しい1日を過ごしました。
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　　　　　京都大学交響楽団来町

盈　京都大学交響楽団の公演が町総合文化センターで行

われました。九州公演の一環として開催されたこの公演で

すが、当日は小学4年生から中学生、一般と約550名の

観客がすばらしい演奏に聴き入っていました。公演では

ベートーベン作曲の「運命」をはじめ数々の名曲が披露さ

れ、オーケストラの生の演奏をはじめて聴いた方も多かっ

たようで誰もが感嘆の声をもらしていました。途中指揮者

コーナーや美々津中学校の吹奏楽部との合同演奏なども

あり、和やかな場面も見られた公演でした。

遮搾麟

鰯醐
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消防操法大会
8月2日出

9、

　第45回日向支部消防操法大会が日向市お倉が浜「消

防訓練広場」で行われました。本町から小型ポンプの

部に第3部と第9部が出場しましたが、第3部が黒木

光一指揮者のもと一糸乱れぬすばらしい操法を見せ、

見事2位入賞を果たしました。第9部も橋本光一指揮

者のもと健闘しましたが惜しくも入賞をのがしまし

鵡　　　　∠］
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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1年間お世話になりました
　　　　　　　　　　　　　　　　東郷町で過ごした1年間もあっという間に過ぎ、いよいよ

お別れのあいさつを述べるターニャ
　　　　　　　　　　　　　　　　東郷町に来た頃は、日本語があまり通じなくて友達もできす、

とても寂しい思いをしました。皆さんは私にとても優しかったのですが、人と接することの難しさを

感じたのも事実でした。しかし、半年もすると英会話教室の皆さんやほかの町民の方とも心が通いあ

うようになり友達も増え、東郷町の生活がとても楽しくなりました。

　仕事では、教育委員会や役場の皆さんといっしょにいい環境の中で仕事をすることができました。

いつも私をサポートしてくれてたいへん感謝をしています。学校訪問は、私の仕事の中で一番楽しく

て価値のある1士事のひとつでした。子供達はいつも私に親切で好意をよせてくれました。Thank

yOu　very　much．

　オーストラリアに東郷町の温かい思い出を持って帰ります。緑の山々やきれいな川や若山牧水のす

ばらしい短歌など、家族や友達にぜひ紹介したいと思います。しかし、私が一番大切にしたいのは東

郷町でできた友達との友情です。この友情を大切にし、東郷町とオーストラリアの国際交流をいつま

でも続けていけたらと思っています。皆さん1年間本当轟脳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫鍵％にお世話になりました。また会える日を楽しみにしてい

ます。

　もしよかったら、下記の住所までお便りください。

　Tania　Nelson

　8Nurstead　Avenue

　Bassendean　WA　6054

　Austraria　オーストラリア
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　迫野内の

永田喜一くん（6歳）

　父二永田浩徳さん

　母：　博代さん
○好きな食べ物は何ですか？

　すいか

○好きな遊びは何ですか？

　ブロックと鉄棒の逆上がり

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　ジャッキー・チェンみた

　いな人
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、
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　朔蝋　　す友好町児童との交流　i

　　　　　　　　　　　　幸
　7月31日、幕別町少年国を
内研修団一行12名が来町し‡

ました・ホストファミリー

との対面式では代表の川原幸
英祐君がはきはきした態度1

であいさつをしました・1

　翌8月1日は、福部小学脅
校児童との交流や京都大学‡

交響楽団の演奏を楽しんだ享

あと、夕方から福瀬小学校壱
グラウンドで焼き肉やキャ1

ンプファイヤニで盛り上が‡

り、ほかのホストファミ寺
リーとの交流も深めまし‡

た。8月2日は、牧水記念館‡

見学等町内の研修のあと、　幸
次の研修地である宮崎市へ‡

向かいました。　　　　　　‡
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　　　　　　　　　　　　‡

　　　　　　　　　　　　‡

　　　　　　　　　　　　‡

　　　　　　　　　　　　蓼

倒魑◎國
六　’

　屡　》

認袖

噸ザ

齢

饗

☆★☆鶴野杯

迫野内の

佐藤由佳さん（6歳）

父：佐藤　新さん

母：　　信子さん

○好きな食べ物は何ですか？

パイナップル、カレー

○好きな遊びは何ですか？

おままこ’とのお姉さん

になること

○大きくなったら何にな

　りたいですか？
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警
察
相
談
電
話
の
ご
紹
介

　
今
月
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
警
察
で

設
置
し
て
い
る
各
種
の
相
談
電
話
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
相
談
で
も
専
門
の
係
員
が
応
じ
、

相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。○

総
合
相
談
室
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警
察
本
部
の
庁
舎
入
口
に
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
な
ど
相
談
者
が
安
心
し

て
相
談
で
き
る
部
屋
を
設
け
て
警
察

に
関
連
す
る
各
種
の
相
談
を
専
門
の

相
談
員
が
受
け
付
け
て
お
り
、
ま
た

相
談
は
電
話
で
も
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
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）

　
警
察
本
部
と
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察
署
の
生
活
安
全

課
に
主
に
若
い
方
の
悩
み
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
る
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

を
設
置
し
て
婦
人
警
察
官
、
婦
人
補

導
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
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察
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都
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の

三
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力
団
の
犯
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被
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に

遭
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た
り
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暴
力
団
に
関
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り
ご
と
な
ど
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持
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め
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相
談
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を
設
け
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暴
力
団
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の
係
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ま
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最
近
全
国
的
に
悪
質
商
法
が
横
行

し
て
お
り
、
被
害
に
遭
い
、
一
人
で
悩

ん
で
お
ら
れ
る
方
も
多
い
よ
う
で

す
。
警
察
で
は
本
部
内
に
悪
質
商
法

に
関
す
る
相
談
電
話
を
設
置
し
て
専

門
の
係
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が
相
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ま
す
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性
犯
罪
被
害
等
に
遭
わ
れ
、
深
く

悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
た
め
に
、

警
察
本
部
内
に
専
用
の
電
話
を
設
置

し
て
専
門
の
係
り
の
婦
人
警
察
官
が

相
談
に
応
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ま
す
。
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宮
崎
県
警
察
で
は
、
現
在
犯
罪
の

被
害
者
と
な
ら
れ
た
方
や
犯
罪
に

よ
っ
て
不
孝
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
ご
遺
族
を
手
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け
す
る
た
め
の

「
被
害
者
対
策
」
を
重
点
施
策
と
し

て
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
被

害
者
対
策
に
つ
い
て
ご
意
見
、
ご
要

望
の
あ
る
方
は
警
察
署
ま
た
は
駐
在

所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
係
員
が
お

伺
い
し
て
承
り
ま
す
。
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あ
っ
た
り
腸
炎

が
あ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
も
ま
ま
あ

り
ま
す
。
ま
た
逆
に
便
潜
血
の
検
査

に
引
っ
か
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
大
丈

夫
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
（
進

行
癌
は
か
な
り
陽
性
に
な
り
ま
す

が
、
早
期
大
腸
癌
は
陰
性
に
な
る
こ

と
も
多
い
の
で
す
）
。
ち
な
み
に
便
潜

血
の
検
査
に
引
っ
か
か
る
人
は
全
国
で

姻
人
に
6
～
7
人
程
度
、
大
腸
癌
の

人
は
全
体
で
千
人
に
一
～
2
人
位
で
す
。

　
大
腸
癌
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
腺

腫
（
ポ
リ
ー
プ
の
多
く
）
か
ら
早
期
癌

と
な
り
、
い
ず
れ
進
行
癌
に
な
る
も

の
と
、
平
坦
で
軽
度
陥
凹
の
あ
る
病

変
で
、
ポ
リ
ー
プ
状
に
な
ら
ず
、
も
と

も
と
早
期
癌
か
ら
進
行
癌
に
な
る
も

の
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
前

者
は
一
つ
の
目
安
と
し
て
一
㎝
以
上

（
5
㎜
以
下
で
形
の
い
い
ポ
リ
ー
プ

は
あ
ま
り
心
配
入
ら
な
い
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
）
、
後
者
の
場
合
は
小

さ
く
て
も
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
精
密
検
査
と
な
る
わ
け
で

す
が
、
現
在
の
主
流
は
大
腸
電
子
ス

コ
ー
プ
検
査
（
大
腸
の
カ
メ
ラ
）
で
、

他
に
注
腸
造
影
検
査
（
バ
リ
ウ
ム
を

お
尻
か
ら
入
れ
る
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

電
子
ス
コ
ー
プ
検
査
の
こ
と
を
別
名

内
視
鏡
と
い
い
ま
す
が
、
医
学
、
医
療

機
器
の
進
歩
に
よ
り
、
以
前
は
お
腹

を
開
け
て
大
腸
を
切
っ
た
り
し
て
い

た
早
期
大
腸
癌
や
少
し
大
き
め
の
大

腸
ポ
リ
ー
プ
な
ど
、
こ
の
内
視
鏡
を

用
い
て
開
腹
せ
ず
に
治
療
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
現
在
、
体
の
遺
伝
子
に
異
常

を
き
た
し
、
こ
う
い
う
癌
が
で
き
て

き
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
研
究
が

進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
今
後
遺
伝
子

を
検
査
す
れ
ば
そ
れ
に
見
合
っ
た
検

査
や
治
療
が
決
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
早
期
に
発
見
す
れ

ば
、
開
腹
手
術
を
せ
ず
に
内
視
鏡
的

に
切
除
で
き
る
も
の
が
数
多
く
あ

り
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
便
潜
血

検
査
を
受
け
て
必
要
な
ら
精
密
検
査

ま
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
で
は
今
月
は
こ
の
辺
で
、
さ
よ
う

な
ら
。

9月から患者さんの医療負担額がかわります

◎平成9年9月1日から外来診療を受け、薬剤を

処方してもらうとき、これまでの定額負担に加え、

その日数や種類に応じて別途負担していただくよ

うになります。

　外来時一部負担金（平成9年9月1日～）

内服薬（一日分） 外用薬（1回分）

1種類　　　　0円

Q～3種類　30円

S～5種類　60円

U種類以上　100円

1種類　　　50円

Q種類　　　100円

R種類以上　150円

頓服薬（1回分）

1種類　　　10円

※住民税非課税世帯で老齢福祉年金を受けている

方の薬剤の負担は免除されます。また、6歳未満の

方も免除されます。

◎老人保健（70歳以上、一定の障害があるときは65

　歳から）を受けている方へお知らせ

　平成9年9月1日から、老人保健で病気にか
かった場合に自分で支払う費用（一部負担金）が次

のように改正されます。

o入院（1日）平成9年9月1日～1，000円

　（老齢福祉年金受給者で、住民税非課税世帯は
　　1日につき500円）

o外来（1ヶ月）平成9年9月1日～1回につき
　500円

　（ただし、同一保険医療機関ごとに1月4回を限

　度、5回目からは無料）

◎サラリーマンなどの被用者保険の被保険者本人

　の診療に関する一部負担金の額が医療費の2割

　になります。（法律の定めにより、一定の場合に

　は一部負担金の額が変わります。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
「
朝
霧
の
や
や
晴
れ
ゆ
け
ば
夏
の

日
の
青
み
輝
き
銀
杏
は
立
て
り
」
。

　
こ
の
歌
は
大
正
六
年
（
一
九
一

七
・
三
十
二
歳
）
の
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
の
作
品
を
収
め
た
第
十
一
歌
集

『
さ
び
し
き
樹
木
』
に
あ
り
ま
す
。

　
牧
水
は
大
正
六
年
五
月
初
め
東
京

小
石
川
か
ら
市
外
巣
鴨
町
に
転
居
し

ま
し
た
。
住
居
は
小
さ
な
丘
の
中
腹

に
あ
り
、
周
辺
に
は
楢
や
檸
な
ど
の

木
立
も
見
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
転
居

し
て
来
た
頃
、
牧
水
は
部
屋
の
窓
か

ら
見
え
る
樹
々
の
情
景
を
数
多
く
詠

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
は
「
さ
び
し
き
樹
木
」
と
題

し
て
「
窓
よ
り
大
き
な
る
銀
杏
の
木

見
ゆ
」
と
詞
書
し
て
い
ま
す
。

　
静
か
な
朝
、
い
ま
牧
水
は
窓
か
ら

外
を
眺
め
て
い
ま
す
。
朝
霧
が
次
第

に
う
す
れ
て
い
き
、
夏
の
太
陽
の
光

が
あ
た
り
に
み
ち
は
じ
め
ま
し
た
。

風
も
そ
よ
い
で
い
ま
す
。
銀
杏
の
葉

が
青
々
と
朝
日
を
う
け
て
輝
い
て
い

ま
す
。
朝
の
新
鮮
な
感
動
が
私
達
に

も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
歌
に
並

ん
で
「
濃
み
ど
り
の
銀
杏
の
葉
か
げ

こ
ま
ご
ま
と
朝
日
や
ど
り
て
風
そ
よ

ぐ
見
ゆ
」
も
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
牧
水
は
「
心
身
と
も
に
季
節
の
変

移
か
ら
受
け
る
影
響
が
強
か
っ
た
。

　
わ
た
な
べ
く
に
ひ
ご
ノ

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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牧
　
水
　
祭

　
毎
年
恒
例
の
「
牧
水
祭
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
9
月
1
4
日
（
日
）

　
受
付
　
午
前
9
時
～
1
0
時

　
開
会
　
午
前
1
0
時

▽
場
所
　
牧
水
記
念
館
ほ
か

※
今
年
も
歌
碑
祭
終
了
後
、
短
歌
会

が
行
わ
れ
若
山
旅
人
先
生
に
選
ん
で

い
た
だ
い
た
優
秀
な
作
品
を
表
彰
い

た
し
ま
す
。

林
業
振
動
障
害
巡
回

健
康
診
断
の
こ
案
内

　
林
業
振
動
障
害
（
白
ろ
う
病
）
健
康

診
断
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
振
動
障
害

は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
振
動
工

具
を
取
り
扱
う
こ
と
か
ら
生
じ
る
障

害
で
、
重
度
に
な
る
と
な
か
な
か
治

り
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
振
動
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は

継
続
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、
健
康

状
態
を
把
握
し
、
適
切
な
作
業
管
理

イ
を
・
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
す
る
・

　
　
　
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
林
業
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
・
王

　
　
　
及
び
】
人
親
方
（
雇
用
さ
れ
て
い
な

　
　
　
い
人
）
は
、
役
場
の
林
業
巡
回
健
康
診

　
　
　
断
の
窓
口
」
ま
た
は
、
次
の
劃
一
災
防

　
　
　
各
分
会
に
申
し
込
み
を
さ
れ
る
よ
う

　
　
　
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
▽
期
日
　
平
成
9
年
1
0
月
7
～
8
日

▽
会
　
場
　
日
向
保
健
所

▽
受
診
料
・
林
業
雇
用
労
働
者

　
　
　
一
人
当
た
り
三
、
六
七
五
円

　
　
　
　
・
一
人
親
方
等

　
　
　
　
　
無
料

▽
申
込
先
　
林
業
・
木
材
製
造
業
労

働
災
害
防
止
協
会
宮
崎
県
支
部
日
向

分
会

▽
所
在
地
　
日
向
市
大
字
愛
知
屋
字

白
浜
五
五
】
四
一
一
四
（
日
向
木
材

市
場
）

▽
電
　
話
　
　
五
ニ
ー
七
〇
四
　

体
育
大
会
・

　
　
運
動
会
の
日
程

9
月
1
3
日

9
月
2
1
日

9
月
2
3
日

9
月
2
8
日

10

獅
T
日

（
土
）
・
山
陰
保
育
園

（
日
）
・
東
郷
中
学
校

　
　
・
坪
谷
中
学
校

　
　
・
美
々
津
中
学
校

（
火
）
・
坪
谷
、
鶴
野
内

　
　
　
保
育
園
合
同

（
日
）
・
東
郷
幼
稚
園

　
　
・
寺
迫
幼
稚
園

　
　
・
田
の
原
分
校

（
日
）
・
町
内
全
小
学
校

九
州
電
力
か
ら
の

　
　
　
お
願
い

　
台
風
襲
来
に
備
え

　
　
停
電
を
減
ら
す
た
め
に
！

　
昨
年
度
発
生
し
た
高
圧
停
電
事
故

原
因
の
3
0
％
は
「
樹
木
接
触
」
に
よ
る

も
の
で
し
た
。

　
九
州
電
力
で
は
、
樹
木
に
よ
る
停

電
「
O
」
を
め
ざ
し
、
電
線
近
く
の

伐
採
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
電
線
へ
の
倒
木
や
竹
・
樹

木
の
接
触
箇
所
及
び
電
線
周
辺
の
枯

れ
た
松
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当

社
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
連
絡
先

　
九
州
電
力
（
株
）
日
向
営
業
所

　
　
団
0
9
8
2
人
5
2
Y
2
1
8
1

旧
軍
人
・
戦
傷
病
者
・
戦

没
者
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ

　
恩
給
、
傷
病
恩
給
、
扶
助
料
、
援
護

年
金
、
特
別
弔
慰
金
、
特
別
給
付
金
等

に
つ
い
て
移
動
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
請
求
手
続
を
行
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
　
平
成
9
年
9
月
9
日

　
　
　
1
0
時
～
1
2
時
、
1
3
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
日
向
市
勤
労
青
少
年

　
　
　
　
ホ
ー
ム
一
階
会
議
室

※
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
役
場
福
祉
生

活
課
ま
で
。

ミ
一
一
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
参
加
者
募
集

　
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
で

は
、
「
か
ん
ぽ
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
平
成
9
年
9
月
1
3
日
目
土
）

　
　
　
　
午
後
6
時
～

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館
体
育
館

▽
参
加
資
格
　
町
内
在
住
の
方
で
男

女
と
も
ー
チ
ー
ム
4
人
以
上
で
4
0
歳

以
上
、
ま
た
は
3
0
歳
以
上
の
男
女
混

合
で
も
よ
い
。

▽
申
込
期
限
　
9
月
7
日

▽
申
込
先

　
東
郷
町
大
字
山
陰
又
江
野

　
黒
木
ス
ナ
ヲ
　
團
6
9
－
3
5
6
5

※
参
加
者
は
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
9
月
1
6
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
五
期

善
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
8
月
6
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
鶴
野
内
の
塩
月
光
喜
さ
ん
か
ら

（
エ
イ
さ
ん
・
9
0
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
那
須
茂
樹
さ
ん
か
ら

（
ヨ
ネ
さ
ん
・
9
1
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
早
尾
辰
巳
さ
ん
か
ら

（
茂
子
さ
ん
・
6
3
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
山
田
年
子
さ
ん
か
ら

（
忠
義
さ
ん
・
6
9
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
中
平
多
名
士
さ
ん
か
ら

（
堅
吉
さ
ん
・
9
8
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
寺
原
英
男
さ
ん
か
ら

（
キ
ト
エ
さ
ん
・
8
9
歳
逝
去
）

◎
年
表
の
河
野
剛
さ
ん
か
ら

（
健
さ
ん
・
3
2
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
山
本
勇
太
郎
さ
ん
か
ら

（
ハ
ツ
エ
さ
ん
・
7
5
歳
逝
去
）

般
寄
付

　
小
野
田
の
木
村
イ
チ
エ
さ
ん
か
ら

快
気
祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
七
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

中 寺 山 河 山 死 結 若 黒 赤
ち

平 原
キ

田
野

本
ノ
、

氏
亡 （鶴酒 （成高 氏

婚 林 木 詑

堅
吉

ト
エ

忠
義 健

ツ
エ

名
ご
冥
福

田井

ﾁ省

合尾

ヰｳ

お
幸
せ

裕
香

那
菜

罠
名

98 89 69 32 75 年
を
祈 子二 子樹

名 に 義

博

保
護

歳 歳 歳 歳 歳 齢
り
ま

裕 者
名

小 坪 小 越 鶴 住
す

門 仲 日 寺 住 鶴 寺 住
野 野 野 川 向 野
田 谷 田 表 内 所 町 深 市 迫 所 内 迫 所
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